
株式会社ｵｰｾﾝﾃｨｯｸｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

使用方法 Q＆A 注意事項

操作・設定説明書/使用方法/注

意事項/Q&Aを必ずお読みく

ださい。

 Under100

操作・設定説明書

■各部のなまえ

■本体のパターへの取り付け方

■使用手順・項目目次

水平補正の操作を参照して下さい

最初に必ず行うこと!

①充電を必ず行ってください。

②初めて製品を使用する場合、必ず水平補

正を行わなければならない。電源オンした

後、メニュー画面が表示され、”水平補正”

が選択されていて、○ボタンをクリックす

れば、水平補正が行われる。

電源OFF

各部のなまえ

旗高

肩高

計算補正

利き手

電源ON

本体のパターへの取り付け方

アドバイス

距離測定

傾斜測定

本体がシャフトに貼り付かない場合

充電

パターグリップの直下に取り付ける。(パ

ターのヘッドと真っすぐ同一方向)

他の操作は手順なし、個々機能の意味は

使用方法を参照してください

グリーンスピード

メニュー画面の終了
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2 アドバイス画面で○ボダンを押して電源

OFF。

■電源ON

○ボタンを長押し電源ON。

設定メニュー画面で、水平補正を選択し、

○ボダンを押して、水平補正を行う。水平

補正をしなければ正常に使用できない。

本体が閉じている状態でパターのグリップ

の直下に取り付けてください。

     閉じている状態

注意

画面にEND表示するまでお待ちください。

○ボタンを押して確定させ、メニュー画面

に戻る。水平補正が正常に終了しました。

シャフトに段差がある場合は必ず下記のよ

うに平らな場所に取り付けください。

水平な硬い床などに置いて、水平補正を行

う。

絨毯やカーペットなど柔らかい場所は避け

てください。

ENDが表示される前に終了(〇ボタンが押

された)させた場合は水平補正がされていな

い状況になります。メニュー画面を終了さ

せることはできない。必ず再度水平補正を

正常に終わらせてください。

■電源OFF

1 操作なしで30秒後自動的に電源OFF

■水平補正

手をグリップの下に敷かないで下さい。測

定する場合はパターのヘッドが上向きにな

ること。手で倒れないように支えてくださ

い。

■メニュー画面の終了

○ボタンを長押し、メニュー画面を終了、

アドバイス画面が表示される。水平補正が

完了しない限り終了できない。

■グリーンスピード

メニュー画面でGRスピードを選択し、○ボ

ダンを押して、グリーンスピード画面が表

示され、＋/−ボタンを押して適正なグリー

ンスピードを入力し○ボタンを押して確定

し、メニュー画面に戻る。

適正なグリーンスピードの確認は使用方法

を参照。



アドバイス画面を表示している場合、本体

を閉じて、パターをグリーンに置けば、自

動的に測定される。パターを持ち上げると

アドバイス画面に自動的に戻る。

手をグリップの下に敷かないで下さい。測

定する場合はパターのヘッドが上向きにな

ること。手で倒れないように支えてくださ

い。

■アドバイス

電源ON（初期設定完了後）して、アドバ

イス画面はメイン画面として、素振りより

打つ距離、正しいスイングがアドバイスさ

れる。

この画面で

ー:  ボタンを押して距離測定を行う。

＋: ボタンを押して各種設定を行う。

○: ボタンを押して電源OFF。

■計算補正

メニュー画面で計算補正を選択し、○ボダ

ンを押すと、計算補正入力画面が表示さ

れ、＋/−ボタンを押して計算補正値を入力

する。○ボタンを押して確定、メニュー画

面に戻る。

■利き手

メニュー画面で利き手を選択し、○ボダン

を押すと、利き手選択画面が表示され、＋/

−ボタンを押して左手/右手を選択する。○

ボタンを押して確定、メニュー画面に戻

る。

■傾斜測定

注意

＊アドバイス画面の表示が出ない場合は本体

を縦にしてください。

＊測定画面中はボタン機能は使用できませ

ん。

　　　　　　　　　　　構えた肩高

■旗高

メニュー画面で旗高を選択し、○ボダンを

押すと、旗高入力画面が表示され、＋/−ボ

タンを押して適正な旗の高さを入力し、○

ボタンを押して確定、メニュー画面に戻

る。

■肩高

メニュー画面で肩高を選択し、○ボダンを

押すと、肩高入力画面が表示され、＋/−ボ

タンを押して肩の高さを入力する。○ボタ

ンを押して確定、メニュー画面に戻る。



■本体がシャフトに貼り付かない場合

カーボンシャフトなど磁石が貼りつかない

場合は、付属の鉄シートを約2.5cm~3.0cm

サイズにハサミで切って以下のように折り

曲げて、両面テープ保護紙を剝がし、シャ

フトに取付けてください。

し、アドバイス画面に戻る。距離が表示さ

れている場合、＋/−ボタンを押せば、再度

距離測定ができる。

カメラの計測幅は3.3m～23.9mとなりま

す。それ以下/以上の場合は目視で距離を決

めてください。

■充電

図のように充電ケーブルを本体の充電

ジャックに取り付ける。フル充電は約1時

間。充電中は赤ランプ点燈、緑ランプ点灯

は充電完了。フル充電で2ラウンド程度使

用できます。

■距離測定

測定時は本体をシャフトに貼り付けない

で、手持ちでピンの方向に向け、アドバイ

ス画面より−ボタンを押すと、カメラ距離

測定画面が表示される。＋/−ボタンを押

し、旗を画面一杯までズームし、○ボタン

を押すと、測定距離が表示される。再度○

ボタンを押すと測定が終了


